
三
寅
銀

の
象
嵌

技
法
と

X
線
透
過
写
真

・
エ
ミ
シ
オ
グ

ラ

フ
ィ
ー

に
よ
る
研
究

西

山

要

一

は
じ
あ

に

一
九
九
四
年
二
月
、
長
野
県
南
佐
久
郡
小
海
町
の
旧
家
畠
山
理
介
氏
宅
か
ら
国

宝
級
の

「
三
寅
鍔
」
銘
象
嵌
大
刀
が
発
見

さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞

・
テ
レ

ビ
で
報
じ
ら
れ
た
。

こ
の
三
寅
鋸
に
は
大
刀
の
名
で
あ
る

「
三
寅
釘
」

の
ほ
か
梵

字

・
星
辰

・
仏
像

・
連
続
S
字
状
文

・
直
線
等
が
大
刀
全
面
に
金
銀
象
嵌
さ
れ
て

い
て
、
前
例
の
な
い
賑
や
か
な

・
内
容
豊
富
な
新
資
料
の
発
見
と
し
て
耳
目
を
集

め
た
。
ま
た
同
年

一
二
月

に
は
、
福
島
県
白
河
郡
棚
倉
町
流
廃
寺
跡
か
ら
梵
字
と

火
炎
を
象
嵌
す
る
鉄
剣
が
発
見
さ
れ
話
題
と
な

っ
た
。

一
年
を
あ
け
ず
に
二
点
の

象
嵌
大
刀
が
発
見
さ
れ
る
の
は
、

一
九
八

四
～

一
九
八
五
年
の
岡
田
山

一
号
墳

・

額
田
部
臣
銘
大
刀
と
箕
谷
二
号
墳

・
戊
辰
銘
鉄
刀
の
相
次
ぐ
発
見
以
来
の
こ
と
で
、

極
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
の
象
嵌
銘
文
大
刀
に
は
、
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
品
が
八
点
、
社
寺
等

に
伝
世
す
る
も
の
が
四
点
、
古
文
書

・
古
文
献
に
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
が
三
点

あ
り
、
時
代
別

で
は
古
墳
時
代
九
点
、
飛
鳥

・
奈
良
時
代
二
点
、
平
安
時
代
三
点
、

室
町
時
代

一
点
の
計

一
五
点
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
刀
の
銘
文
内
容

・
象
嵌
技

法

・
材
質
分
析
デ
ー
タ
ー
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
象
嵌
銘
文
大
刀
は
、

文
化

・
思
想

・
政
治
等

の
時
代
相
を
よ
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

っ
て

き
た
。

　
ユ

　

さ
て
、
本
稿
は
、
幸
運
に
も
三
寅
鈎
検
討
委
員
会
の

一
員
に
参
加
し
て
、
詳
細

に
観
察
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
か

つ
、
三
寅
劔
の
所
蔵
者
畠
山
理
介
氏
の
格
別

の
ご
配
慮
に
よ
り

一
九
九
三
年
十
二
月
と

一
九
九
四
年

=

月
に
行

っ
た
三
寅
鍔

の
X
線
透
過
写
真
撮
影
と

エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

三
寅
劔

の
形

・
文
様

・
文
字

三
寅
鈎
は
僅
か
に
内
反
り
の
あ
る
鏑
造
り
の
小
刀
で
あ
る
。
刃
は
や
や
研
ぎ
減

り
が
見
ら
れ
、
茎
は
目
釘
穴
か
ら
先
端
を
わ
ず
か
に
欠
失
す
る
が
、
往
時
の
形
態
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を
良
く
残
し
て
い
る
。
現
存
の
長
さ
三
四

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
わ
た
り
二

五

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
近
く
の
最
大
幅
一
∵

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

こ
の
、
刃
わ
た
り
二
五

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
、
他
に
類
を
見
な
い
ほ

ど
に
多
様
な
文
字

・
文
様
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(図

一
・
二
)
。

(
一
)
棟
の
象
嵌

棟
は
関
の
二

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
残
し
て
断
而
蒲
鉾
型
に
背
角
を
丸
め
て

い
る
。
こ
の
幅
二

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
～
幅
六

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
棟
に
先
端

か
ら
緩
や
か
に
蛇
行
す
る
曲
線
、
直
線
、
波
状
線
、
鋸
歯
状
線
、
逆
S
字
状
連
続

線
が
両
側
に
直
線

(圏
線
)
を
伴

っ
て
関
近
く
ま
で
連
な

っ
て
い
る
。
研
ぎ
減
り

の
為
に
文
様
線
が
消
滅
し
た
り
、
線
幅
が
減
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
残
存
す
る
銀

象
嵌
文
様
線
の
幅
は
○

・
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
両
側
の
圏
線
の
蓉
彫
り

一
打

の
長

さ
は
約
○

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
、
非
常
に
繊
細
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
様
線
と

一
線
で
画
さ
れ
た
関
ま
で
の
長
さ
二

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
部
分
は
、
背
角
は
ほ
ぼ
直
角
の
断
面

に
造
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
に
古
式

体

の

「
三
寅
銀
」
の
銘
が
あ
る
。
寅
の
第

二
画
、
第
三
画
の
縦
画
、
第
五
画
の
上

半
、
第

一
〇
画
末
端
、
第

一
一
画
、
釧
の
第

一
画
下
半
、
第
九
画
末
端
等
は
象
嵌

線
が
脱
落
し
て
襖
状
暫
彫
り
が
列
点
に
連
な
り
、
鍔

の
第
九
画
縦
画
等
は
研
ぎ
減

り
の
為
に
懊
状
象
嵌
列
点
の
状
態
で
残
存

し
て
い
る
。
三
寅
鍔
の
最
も
大
切
な
部

分
で
あ
る
と
の
意
識
が
あ

っ
て
の
こ
と
で

で
あ
ろ
う
、
研
ぎ
に
際
し
て
も
格
段
の

注
意
が
は
ら
わ
れ
た
と
見
ら
れ
、
他
の
象
嵌
部
分

に
比
し
て
研
ぎ
減
り
は
少
な
い
。

文
字
は
銀
の
象
嵌
に
よ

っ
て
描
か
れ
、
線
画
の
最
大
幅
は
約
○

・
二
五
ミ
リ
メ
i

ト
ル
、
蓉

一
打
の
長
さ
は
○

・
四
～
○

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

(二
)
侃
表
の
象
嵌

三
寅
銀
の
侃
表
に
は
、
先
端
よ
り
意
味
不
明
の
文
様
、
星
辰

(星
座
)
、
天
部
像
、

棟
に
平
行
し
た
直
線
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。

先
端
の
意
味
不
明
の
文
様
は
研
ぎ
減
り
激
し
く
、
雲
形
の
様
な
、
天
衣
の
様
な

蓉
彫
り
の
跡
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

星
辰
に
つ
い
て
も
、
○
で
表
現
す
る
銀
象
嵌
の
星
と
、
星
と
星
を
結
ぶ
金
象
嵌

の
繋
線
が
研
ぎ
減
り
に
よ

っ
て
磨
滅
し
て
い
る
部
分
は
多
い
も
の
の
、
列
点
状
に

残
存
す
る
塾
彫
り
や
象
嵌
を
丹
念
に
観
察
し
た
結
果
、
三
公

(?
)

∴
二
台

・
北

斗
七
星
の
三
星
辰
が
裏
返
し
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
公
は
三
星

を
V
字
型
に
繋
ぐ
形
が
普
通

で
あ
る
が
、
三
寅
鋼
で
は
二
星

一
組
に
し
て
V
字
型

に
繋
い
で
い
る
。
多
分
、
三
公
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
が
、
二
星

一
組
の
意
味
ず
け

は
ま
だ
出
来
て
い
な
い
。
三
台

に
つ
い
て
は
、
中
国

・
唐
代
編
修
の

『晋
書
天
文

志
」
お
よ
び
北
宋
編
修
の

『新
儀
象
法
要
』
蕪
頒
星
図
に
よ

っ
て
判
明
す
る
。
北

斗
七
星
も
前
二
書
や
、
四
天
王
寺
七
星
剣

・
正
倉
院
七
星
剣

・
法
隆
寺
七
星
剣
等

に
類
例
が
あ
る
。
星
辰
を
裏
返
し
に
描
く
こ
と
は
四
天
王
寺
七
星
剣
等
三
剣
に
も

見
ら
れ
る
。
中
国

で
は
三
公
、
三
台
、
北
斗
七
星
の
三
星
辰
は
、
北
極
星
で
表
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
、
天
上
界

で
は
神
、
地
上
界
で
は
皇
帝
が
世
界
を
悪
な
く
治
め
る

た
め
の
運
行
を
司

っ
た
り
、
そ
の
補
佐
役
を
な
す
。

星
の
繋
線

の
最
大
幅
は
約
○

・
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
塾
彫
り
の

一
打
は
長
さ
約

○

・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
直
径
二
～
二

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
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の
小
円
で
描
く
星
の
錘
彫
り
の

一
打
は
長
さ
約
○

・
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
短
い
。

滑
ら
か
な
円
曲
線
を
描
く
た
あ
に
、
塾
彫
り
の

一
打
を
二
分

の

一
に
、
回
数
を
二

倍
に
小
刻
み
に
行

っ
て
い
る
。

侃
表
の
関
近
く
の
像
も
、
他
の
文
様
と
同
様
に
研
ぎ
減
り
が
激
し
く
描
線
は
僅

か
し
か
残
ら
な
い
が
、
列
点
状
の
藝
彫
り
や
象
嵌
を
丹
念

に
観
察
し
た
結
果
、
甲

と
襟
甲

・
肩
甲
を
纏

っ
て
左
手
に
戟
を
持
ち
右
手
の
ひ
ら
に
何
か
を
乗
せ
、
天
衣

が
翻
り
、
火
焔
円
形
光
背
を
持
ち
、
目

・
鼻

・
口

・
髪

・
沓
も
頗
る
詳
細
に
描
く

仏
像
様

の
像
が
復
原
さ
れ
た
。
前
方
下
腹
部
を
保
護
す
る
前
楯
の
無
い
こ
と
、
襟

甲

・
肩
甲
が
大
き
い
こ
と
な
ど
の
特
色
か
ら
、
中
国

・
唐
代
初
期
風
の
多
聞
天
像

(毘
沙
門
天
像
)
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

多
聞
天
像
の
う
ち
、
顔
の
輪
郭

・
天
衣

・
戟
を
金
象
嵌

で
、
他
を
銀
象
嵌
で
描

き
、
金
銀
象
嵌
と
も
に
最
大
幅
は
○

・
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
塾
彫
り

一
打
の
長

さ
は
約
○

・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

棟
に
並
行
す
る
直
線
は
、
切

っ
先
よ
り
約
三
分
の

一
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。
星

辰
が
刃
幅
中
央
よ
り
も
刃
部
よ
り
に
位
置
す
る
こ
と
、
多
聞
天
像
が
刃
幅
の
中
央

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、

こ
の
直
線
は
、
星
辰
の
棟
側
を
多
聞
天
像
光

背
付
近
ま
で
延
び
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
壼
彫
り
の
懊
型
列
点
と
そ
の
所
々

に
象
嵌
銀
が
残
る
程
度
で
あ
る
が
、
塾
彫
り

一
打
の
長
さ
は
他
に
比
し
て
や
や
長

く
約
○

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

(三
)
侃
裏
の
象
嵌

侃
裏
は
切

っ
先
か
ら
関
に
む
か

っ
て
、
意
味
不
明
の
文
様
、
梵
字
、
仏
像
様
の

像
が
並
ぶ
。

意
味
不
明
の
文
様
は
、
仏
像
様
に
も
見
え
、
天
蓋

に
も
見
え
、
二
重
円
は
日
月

に
も
見
え
る
。
仏
像
様
と
す
る
意
見
は
、
侃
表

・
侃
裏

の
上
下
に
四
天
王
を
描
き
、

星
辰
と
梵
字
真
言

の
四
方

の
守
り
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
に
よ
る
。
今

後
も
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
部
分
も
藝
彫
り
の
懊
型
列
点
と
そ
の
所
々
に
象

嵌
銀
が
残
る
程
度

で
あ
る
が
、
塾
彫
り

一
打
の
長
さ
は
直
線
部
分

で
約
○

・
五
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
、
二
重
円
の
曲
線
部
分
で
約
○

・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

梵
字
は
九
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
梵
字
の
場
合
も
、
塾
彫
り
の

懊
型
の
列
点
と
そ
の
所
々
に
象
嵌
の
金
銀
が
残
る
程
度
で
、
第

一
字
は
オ
ー
ン
、

第
二
字
は
バ
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
が
、
他
は
判
読
出
来
な
い
。
現
在
迄
の
調
査

で
は
、
平
安
時
代
に
密
教
と
と
も
に
日
本
に
伝
来
し
た
経
典
中
で
は
類
似
の
真
言

は
見
当
た
ら
な
い
。
梵
字
は
輪
郭
を
錘
彫
り
す
る
籠
書
き
の
手
法
で
刻
み
、
最
後

の

一
字

の
み
を
金
象
嵌
、
他
の
文
字
は
銀
象
嵌
を
行

っ
て
い
る
。
梵
字
の
直
線
的

な
部
分

の
塾
彫
り

一
打
の
長
さ
は
約
○

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
曲
線
部
分
で
○

・

三
～
○

・
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

侃
裏

の
関
近
く
の
像
も
、
研
ぎ
減
り
が
激
し
く
描
線
は
僅
か
し
か
残
ら
な
い
が
、

残
存
す
る
塾
彫
り
や
僅
か
な
象
嵌
線
を
丹
念
に
観
察
し
た
結
果
、
甲
と
襟
甲

・
肩

甲
を
纏

っ
て
左
手
に
矢
を
持
ち
右
手
を
矢
先
に
添
え
、
天
衣
が
翻
り
、
円
形
光
背

を
持
ち
、
甲
の
細
部

・
髪
形

・
沓
等
も
頗
る
詳
細
に
描
く
像
が
復
原
さ
れ
た
。
侃

表

の
多
聞
天
像
と
同
様
に
前
方
下
腹
部
を
保
護
す
る
前
楯
の
無
い
こ
と
、
襟
甲

・

肩
甲
が
大
き
い
こ
と
な
ど
の
特
色
か
ら
、
中
国

・
唐
代
初
期
風
の
持
国
天
像
と
推
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測
さ
れ
て
い
る
。

持
国
天
像
は
、
天
衣
を
金
象
嵌

で
、
他
を
銀
象
嵌
で
描
く
が
、
今
は
象
嵌
線
の

脱
落
し
て
い
る
顔
の
輪
郭
や
矢
は
多
聞
天
像
と
同
様
に
金
象
嵌
で
あ

っ
た
可
能
性

が
高
い
。
金
銀
象
嵌
と
も
に
最
大
幅
は
約
○

・
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
塾
彫
り

一

打

の
長
さ
は
○

・
四
～
○

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

侃
裏
に
は
、
棟
に
並
行
す
る
直
線

の
痕

跡
す
ら
見
当
た
ら
な
い
が
、
意
味
不
明

の
文
様
及
び
梵
字
真
言
が
刃
幅
中
央
よ
り
も
刃
部
よ
り
に
位
置
す
る
こ
と
、
持
国

天
像
は
刃
幅
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
直
線
が
持
国
天
像
光
背

付
近
ま
で
延
び
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三

三
寅
劔

の
X
線
透
過
写
真
撮
影
と

エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

X
線
透
過
写
真
撮
影
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
文
化
財
に
X
線
を
照
射
し
、
透
過

し
た
X
線
を
フ
ィ
ル
ム
に
写
し
出
す
方
法

で
あ
る
。
X
線
は
文
化
財
に
照
射
さ
れ

る
と
、
質
量
の
大
き
い
物
質
ほ
ど
良
く
吸
収
さ
れ
て
透
過
し
に
く
く
、
質
量
の
小

さ
い
物
質
ほ
ど
吸
収
さ
れ
ず
に
良
く
透
過

し
、
同
じ
物
質
で
も
、
厚
い
ほ
ど
に
良

く
吸
収
さ
れ
て
透
過
し
に
く
く
、
薄
い
物
質
ほ
ど
吸
収
さ
れ
ず
に
良
く
透
過
す
る
。

こ
の
X
線

の
透
過
量
の
差
が

フ
ィ
ル
ム
上

の
明
暗

の
差
と
な

っ
て
写
し
出
さ
れ
る
。

三
寅
劔

の
よ
う
に
、
鉄
製
の
刀
に
金

・
銀
の
象
嵌
が
施
さ
れ
て
い
る
と
、
鉄
よ

り
も
、
銀

の
ほ
う
が
質
量
が
大
き
く
、
銀

よ
り
も
金

の
ほ
う
が
質
量
が
大
き
い
か

ら
、
照
射
さ
れ
た
X
線
は
金
に
多
く
を
吸
収
さ
れ
て
透
過
量
は
少
な
く
、
銀
は
金

よ
り
も
質
量
が
小
さ
い
か
ら
吸
収
さ
れ
る
X
線
は
少
な
く
て
透
過
量
は
大
き
く
、

金

・
銀
よ
り
も
質
量
の
小
さ
い
鉄
は
、
吸
収
さ
れ
る
X
線
は
さ
ら
に
少
な
く
て
透

過
量
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
が
、
明
暗
の
差
と
な

っ
て
フ
ィ
ル
ム
上
に
像
を
写
し
出

す
。し

か
し
、
実
際
に
三
寅
鋸
の
X
線
透
過
写
真
を
撮

っ
て
み
る
と
、
象
嵌
文
様
は

さ
ほ
ど
鮮
明
に
は
写
し
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
、
鉄
刀
の
地
金
が
厚
く
健
全

な
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
銀
象
嵌
は
浅
い
た
め
に
X
線
透
過
量
に
殆
ど
差
が

無
く
像
を
結
ば
ず
、
金
象
嵌
は
浅
い
も
の
の
鉄
刀
地
金
と
は
X
線
透
過
量
に
辛
う

じ
て
僅
か
な
差
が
あ
り
、
像
を
結
ん
で
い
る

(図
二
)。

さ
て
、
X
線
を
使

っ
た
も
う

一
つ
の
方
法
で
あ
る
、

エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

試
み
た
。

エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
物
質
に
X
線

(
一
次
X
線
)
を
照
射
す
る

と
、
そ
の
物
質
特
有
の
X
線

(
二
次
X
線

・
特
有
X
線
)
が
発
生
す
る
こ
と
を
応

用
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
次
X
線
の
照
射
野
に
銅
製
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
高

い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
X
線
を
排
除
し
て

一
次
X
線
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
の
感
光
を
防
ぎ
、

二
次
X
線

に
の
み
感
光
す
る
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
を
三
寅
劔
の
表
面
に
密
着
し
て
置

き
撮
影
を
試
み
た

(図
三
)。

二
次
X
線
は
質
量
の
大
き
い
物
質
ほ
ど
強
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
現
れ
る
の
で
、

フ
ィ
ル
ム
に
は
X
線
透
過
写
真
と
は
逆
に
、
鉄
よ
り
も
銀
が
、
銀
よ
り
も
金
が
黒

く
写
し
出
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
多
聞
天
像
の
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
見
る
と
、
戟
と
顔
輪
郭
と

天
衣
が
最
も
黒
く
濃
く
写
り
、
そ
の
他
の
描
線
が
や
や
う
す
く
写
り
、
鉄
刀
身
は
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更
に
淡
く
写

っ
て
い
る
。
象
嵌
線
が
脱
落
し
塾
彫
り
の
痕
跡
が
凹
部
と
し
て
残

っ

て
い
る
部
分
は
、
鉄
刀
の
バ
ッ
ク
と
同
様

に
透
明

で
何
も
写

っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
肉
眼
で
は
象
嵌
線
が
脱
落
し
藝
彫
り
の
痕
跡
だ
け
が
凹
部
と
し
て
残

っ
て
い

る
と
見
え
て
も
、

エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
は
、
黒
く
濃
く
、
或
い
は
、
や
や
う

す
く
写

っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
塾
彫
り
の
痕
跡
凹
部
に
金

・
銀
が
残

存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
多
聞
天
像
の
復
原
に
大
き
な
手
掛
か
り
と
な

っ
た
。

今
回
の
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
撮
影
は
、
私

に
と

っ
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

充
分

に
鮮
明
な
全
体
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
三
浦
定
俊
氏

の
指
摘
の
と
お
り
、
X
線

フ
ィ
ル
ム
を
被

写
体
表
面
に
い
か
に
密
着
さ
せ
る
か
の

　　
　

難

し

さ

に
よ

る

の

で
あ

る
。

な

お

、

今

回

使

用

し

た

X
線

発

生

装

置
、

X

線

透

過

撮

影

条

件

、

エ
ミ

シ

オ
グ

ラ

フ

ィ

ー
撮

影

条

件

等

は

以
下

の

と

お

り

で
あ

る

。

X

線

発

生

装

置

H
理
学

電

機

製

ラ
ジ

オ

フ

レ

ッ
ク

ス
ニ
五

〇

E

G

l

S

2

X
線

透

過

撮

影

条

件

H
管

電

圧

一
二

〇

キ

ロ
ボ

ル

ト

・
管

電

流

五

ミ

リ

ア

ン

ペ

ア

・
距

離

一
メ
ー

ト

ル

・
照

射

時

間

一
分

・
フ

ィ

ル
ム
富

士

I

X
八

〇

エ
ミ

シ

オ
グ

ラ

フ

ィ

ー
撮

影

条

件

"
管

電

圧

一
八

〇

キ

ロ
ボ

ル
ト

・
管

電

流

五

ミ

リ

ア

ン

ペ

ア

・
距

離

一
メ

ー
ト

ル

・
照
射

時

間

三
分

・
銅
製

一
〇

ミ
リ

メ

ー

ト

ル
厚

フ

ィ

ル
タ

ー

・
フ
ィ

ル

ム
富

士

I

X
八

〇

及

び

P

B

一
〇

〇

四

三
寅
劔
の
象
嵌
技
法

金
属
製
品
に
異
種

の
金
属
を
象
嵌
す
る
金
属
象
嵌
の
紀
元
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
い
。
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
紀
元
前

一
七
世
紀
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト

王
国
の
遺
品
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
紀
元
前

一
五

世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
・
ク
レ
タ
文
明
で
、
動
物
や
人
物
の
象
嵌
で
銅
剣
や
銅
碗
を
飾

る
技
術
が
盛
行
し
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
紀
元
前
八
世
紀
に
始
ま
る
春
秋

戦
国
時
代
の
帯
鉤
な
ど
の
金
属
工
芸
品
に
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
西
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
中
国
の
象
嵌
遺
品
の
年
代
差
が
、
象
嵌
技
法
の
西
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ

ア
へ
の
伝
搬
を
意
味
す
る
の
か
、
年
代
差
が
あ

っ
て
も
、
西
ア
ジ
ア

・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
東

ア
ジ
ア
の
象
嵌
技
法
は
個
別
に
発
生
し
た
も
の
か
は
、
依
然
詳
ら
か
で
は

な
い
。

日
本
最
古
の
金
属
象
嵌
遺
物
で
あ
る
奈
良

・
東
大
寺
山
古
墳
の
漢
中
平
紀
年
大

刀
は
中
国
で
漢
代

(
一
世
紀
)
に
造
ら
れ
、
続
い
て
古
い
奈
良

・
石
上
神
社
の
七

支
刀
は
朝
鮮
半
島
の
百
済

(
四
世
紀
)
で
造
ら
れ
た
。
国
産
の
最
古
の
象
嵌
遺
物

は
、
千
葉

・
稲
荷
台

一
号
墳
の
王
賜
銘
鉄
剣

(五
世
紀
中
頃
)
で
あ
り
、
以
後
、

埼
玉

・
稲
荷
山
古
墳
の
辛
亥
銘
鉄
剣

(五
世
紀
後
半
)、
島
根

・
岡
田
山

一
号
墳

の
額
田
部
臣
銘
大
刀

(六
世
紀
前
半
)
な
ど
の
銘
文
大
刀
と
と
も
に
、
七
世
紀
中

頃
ま
で
に
刀
身
や
刀
装
具
に
文
様
を
象
嵌
し
た
象
嵌
大
刀
が
数
百
点
も
造
ら
れ
て

い
る
。

日
本
の
金
属
象
嵌
は
、
明
ら
か
に
中
国

・
朝
鮮
半
島
の
象
嵌
品
の
輸
入
と
象
嵌

技
術
の
導
入
に
よ

っ
て
始
ま

っ
て
い
る
が
、
中
国

で
象
嵌
技
術
が
始
ま

っ
た
春
秋

戦
国
時
代
に
、
す

で
に
、
線
画
で
あ
る
糸
象
嵌
と
面
を
表
す
平
象
嵌
の
二

つ
の
技
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術
が
併
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
は
糸
象
嵌
の
み
を
選
択
的

に
導

入
し
て
い
る
。

現
在
ま

で
に
知
ら
れ
て
い
る
古
墳
時
代

・
古
代

・
中
世
の
銘
文
大
刀

一
五
点

の

中

で
、
現
存
す
る

一
二
点
の
象
嵌
文
字

・
文
様
は
、
何
れ
も
糸
象
嵌
の
技
法
に
よ

っ

て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
糸
象
嵌

で
あ

っ
て
も
、
塾
の

一
打
の
長
さ

や
象
嵌
線
の
幅
等
に
、
時
代
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

(表

一
)。

表
の
通
り
、

東
大
寺
山
古
墳

.
漢
中
平
紀
年
大
刀
、
石
上
神
社

・
七
支
刀
は
元
来
伝
世
を
意
図

し
て
造
ら
れ
て
、
幾
度
か
の
研
磨
を
経
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
復
原
で
き

る
象
嵌
線

の
幅
は

一
・
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
推
測
で
き
る
。

稲
荷
山
古
墳

.
辛
亥
銘
鉄
剣
、
岡
田
山

一
号
墳

・
額
田
部
臣
銘
大
刀
、
箕
谷
二

号
墳

.
戌
辰
銘
大
刀
は
、
被
葬
者

の
生
前
の
功
績
を
讃
え
る
記
念
碑
的
な
大
刀
で

あ

っ
て
、
制
作
時
の
状
態
を
良
く
保

っ
て
お
り
、
象
嵌
線
の
幅
は

一
・
○
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
前
後
を
計
る
。

ま
た
、
四
天
王
寺

・
七
星
剣
、
三
寅
銀
、
上
杉
神
社

・
褥
祭
剣
等
の
象
嵌
線
の

幅
は
、
元
来
伝
世
を
意
図
し
て
造
ら
れ
て
い
る
た
め
に
幾
度
か
の
研
磨
を
経
て
細

く
な

っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
繊
細
な
文
字

・
文
様
か
ら
復
原
で
き
る
象
嵌
線
の
幅

は
○

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
推
測
で
き

る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
墳
時
代
と
飛
鳥

・
奈
良
時
代
を
境
に
し
て
、
蓉

一
打

の
長
さ

が

一
.
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
か
ら
○

・
五

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後

へ
と
お
よ
そ
二

分

の

一
の
小
刻
み
な
も
の
と
な
り
、
線
画
の
幅
も

一
・
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
か

ら
○

.
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後

へ
と
二
分
の

一
位
に
細
く
な
る
。
よ
り
繊
細
な
文

表

一

銘
文
大
刀
象
嵌
の
塾
彫
り
と
象
嵌
線

銘
文
大
刀
の
名
称
・

材
質

塾
一

打
の

長
さ
(

㎜
)

象
嵌
線
の
幅
(
㎜)

漢
中
平
紀
年
大
刀
(
金)

一

・

○

～
一

・

二

○
・

五

～
○
・

八

七

支

刀
(
金)

丁

○

～
一

・

二

○
・

四

～
○
・

五

辛
亥
銘
鉄
剣

(
金)

一

・

○

～
一

・

二

○
・

八

～
一

・

○

銀象

嵌
大
刀

(
銀)

一

・

○

○
・

五

～

○
・

六

額
田
部
臣
銘
大
刀
(
銀)

一

・

○

○
・

七

～
一

・

二

有
銘
圓
頭大

刀
(
金)

*

丁

○
～

丁
二

○
・

七

～

○
・

九

有
銘
環
頭大

刀
(
銀)

*

○
・

八

～
一

・

○

○
・

九

～
一

・

○

戌
辰
銘
大
刀

(
銅)

丁

○
～
一

二

○
・

三

～

○
・

五

四
天
王
寺
七
星
剣
(
金)

○
・

四

～

○
・

五

三

寅

銀
(
金
・

銀)

○
・

四

～

○
・

五

○
・

二

五

褥

祭

剣
(
金
・

銀)

○
・

四

～

○
・

五

○
・

五
以
下

*
印
は
韓
国

・
三
国
時
代
の
古
墳
よ
り
出
土
し
た
銘
文
大
刀

暫

一
打
の
長
さ
は
直
線
ま
た
は
ゆ
る
や
か
な
曲
線
部
分
の
計
測
に
よ
る

字

・
文
様
を
象
嵌
す
る
た
め
の
技
術
上
の
革
新
と
見
ら
れ
る
。

三
寅
鋸
の

「寅
」
と
は
、

一
二
支
の
寅
を
さ
し
、
「
三
寅
鋸
」
は
寅
歳

・
寅
月

・

寅
日
の
三

つ
の
寅
が
重
な
る
日
に
造
ら
れ
、
寅
の
威
を
も

っ
て
穰
災

・
護
身
を
願

io7



う
銀

で
あ
る
こ
と
は
、

一
六
世
紀
の

『朝
鮮
王
朝
實
録

・
中
宗
實
録
』
等
に
見
え

る
。
ま
た
、
韓
国
に

一
五
例
以
上
現
存
す
る

一
五
～

一
六
世
紀
の
も
の
と
見
ら
れ

る
三
寅
劔

・
四
寅
銀
の

「
三
寅
鋼
」

・

「
四
寅
銀
」
銘
、
「
乾
降
精
坤

.

.

.
」

の
二
四
字
か
ら
な
る
道
教
呪
文
、
北
斗
七
星
と
二
八
星
辰

(
二
八
宿
)
の
象
嵌
が

　
ヨ

　

　
　

　

そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

小
海
町

・
三
寅
鋸
の
製
作
意
図
も
ま
た
、
穰
災

・
護
身
の
願
い
に
あ
る
こ
と
は

間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
製
作
地

・
製
作
年
代

・
伝
世
の
由
来
等
に

つ

い
て
は
異
論
と
多
く
の
不
明

の
部
分
が
あ
る
。
象
嵌
技
法
の
み
で
そ
れ
ら
す
べ
て

に
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
様

々
の
特
徴
を
勘
案
す
る
と
、
少
な
く
と
も

飛
鳥

・
奈
良
時
代
の
特
徴
を
示
す
劔
で
あ
る

こ
と
に
は
違
い
な
い
。

追

記

本

稿

に
関

わ

る

調
査

は

す

べ

て
三

寅

鋸

所

蔵

者

畠

山

理
介

氏

の
ご

配

慮

に

よ

っ
て
可

能

と

な

っ
た

も

の

で
あ

る
。

エ
ミ

シ

オ
グ

ラ

フ

ィ
撮

影

に
使

用

し

た

銅

製

一
〇

ミ

リ

メ

ー

ト

ル
厚

フ

ィ

ル

タ

ー

は
、

一、
一宝

伸

銅

・
久

野

雄

一
郎

氏

に
製

作

を

お
願

い
し

提

供

頂

き

ま

し

た

。

ま

た

、

エ
ミ

シ

オ
グ

ラ

フ

ィ
撮

影

に
あ

た

っ
て

は
、

奈

良

大

学

学

生

中

村

晋

也

・
立

花

る

り

こ

の
両

君

の
協

力

を

得

ま

し

た

。

感

謝

申

し

L⊥
げ

ま

す

。

註
2

註
3

註
4

護
行
政
)

・
井
出
正
義

(歴
史
)

・
島

田
恵
子

(考
古
学
)

・
西
山
要

一

(象
嵌

・

星
辰
)
が
委
嘱

さ
れ
、
各
専
門
分
野

か
ら
の
検

討
と

総
合

的
研
究

が
行

わ

れ
た
。

そ

の
結
果
、
三
寅
鍔

は
奈
良
時
代

の
作

で
あ

る
と
判

断
さ

れ
た
。

本

稿
中

で
の
天

部
像

・
銘
文

・
梵
字
等

に

つ
い
て
の
考
察

は
検

討
委

員
会

の
結

果

に
従

っ
た

(
敬

称
略
)
。

三
浦
定
俊

噛
V

科
学
的
調
査

ー

エ
ミ
シ
オ
グ

ラ

フ
ィ
に
よ
る
調
査

」

(東

京

国
立
博
物
館
編

『
江

田
船
山
古
墳
出
土

国
宝
銀
象
嵌
大
刀
」

一
九
九
三
年
)

三
寅
鍔

の

エ
ミ
シ
オ
グ

ラ

フ
ィ
撮
影

に
あ
た

っ
て
は
、

三
浦
定

俊
氏

か

ら
種

々

の

助
言
を

い
た
だ

い
た
。

宇
田
川
武
久

圃
李
朝
前
期

の
兵

器
の
諸
相

と

「兵

器
図

説
」
」

(
国
立

歴
史

民
俗

博

物
館
編

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
第
十

二
集
」

一
九
八
七
年
)

高
麗
人
学
博
物
館
、
朝
鮮
王
朝
遺
物

展
示
館
、

陸
軍

博
物

館
、

東
京

国
立

博
物

館

等

に
十

五
点
所
在
す

る
。
近

々

『
三
寅
釧
報
告
書

」

に
て
発
表

の
予
定

。
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註

1

ご
、寅
劔
調
査
検
討
委
員
会

は
、
小
海
町
長
土

橋
治

郎

・
教
育

長

花
里

喜
男

の
も
と

に
、
委
員
長

に
水
野
正
好

(総
括
)
、
委
員

に
井
上

正

(
天
部

像
)

・
東
野

治

之

(銘
文
)

・
町
田
章

(
刀
剣
)

・
木
下
密

運

(梵
字

)

・
丸

山
徹

]
郎

(文

化

財
保


